
「市民と語る会」～市民とつくる未来の太宰府～（要点記録） 

 

 

□ 行政区  高雄 

 

□ 日時   平成 28年 11月 12日（土）午前 10時～午前 11時 35分 

 

□ 出席者  （市民） 30人（当該区：28人 その他：2人） 

     （執行部） 6人 

           市長、副市長、総務部長、地域健康部長、建設経済部長、議会事

務局長 

     （事務局） 4人 

           経営企画課長、地域づくり課長、広聴広報係長、広聴広報係員 

 

□ 会議内容  

 

１ 開会のことば                       午前 10時～ 

 

  2 出席職員の紹介                      午前 10時 2分～ 

 

  3 市長あいさつ、まちづくりについて説明           午前 10時 3分～ 

 

  4 市長と市民との意見交換                  午前 10時 34分～ 

   （別紙） 

 

  5 お礼のことば                       午前 11時 33分～ 

 

  6 閉会のことば                       ～午前 11時 35分 



 

 質問・意見等 区に対する回答 

質

問

者

１ 

意

見

１ 

調整区域で、田園地帯がまったく開発され

ていない。市街化区域などにしてもらって、

発展させてもらいたい。 

（市長） 

太宰府には都市計画がございます。各地域の

方針というものがありまして、その中でこの

ようになっていることと思いますので、難し

いところかと思います。 

田の荒地も増えてきた。担い手も高齢化し

ており、今後も荒地は増えるだろう。 

（建設経済部長） 

現在、第二次都市計画マスタープランの策定

中であります。高雄は緑化の地域としており

ますが、パブリック・コメントでは同様の意

見をいただいております。パブリック・コメ

ントを受けまして審議会でいまいちど審議

をしております。市全体のバランス、高齢化

などを加味しながら考えております。今後の

パブリック・コメントで、またご意見いただ

ければと思います。柔軟に対応していけたら

と考えております。 

質

問

者

２ 

意

見

１ 

給食について。 

孫が中学生。親も安心するので、早く実施

してほしい。 

（市長） 

育ちざかりには、必要なことと思います。食

育もあるかと思いますし、共働きやシングル

マザーなど各ご家庭の事情もあります。不登

校のお子さんも、給食があるから学校に行こ

うとなるかもしれません。しっかり考えなが

ら、実現してきたいと思っています。 

質

問

者

３ 

意

見

１ 

職員の対応に不満がある。 

市民からの要求に関してはスピーディーに

対応してほしい。職員の教育体制はどうな

のか。 

（市長） 

市民のための仕事が基本ですし、一つ一つに

スピードをもって解決することが大きな課

題と思います。対応が悪いとは多々聞きます

が、各課での教育含めて取り組みたいと思い

ます。 

（総務部長） 

時間をかけて取り組むものに関しましては、

途中経過のご報告をするなど、市民の皆様が

気持ちよく過ごしていただけるよう努めて

まいります。 



 

 質問・意見等 区に対する回答 

質

問

者

４ 

意

見

１ 

ボランティアをしているが、人数が少ない。

市として、ボランティアを推進してほしい。

特に高齢者関係。生活の助けになるような

ボランティアづくりの体制を望む。 

（市長） 

30歳から 40歳の働く人たちが、どう地域と

関わるのか、課題と思っています。 

こちらには、ひまわり会のような、高齢者の

見守りの会はございますか。 

（参加した市民） 

福祉部会で活動しています。 

（市長） 

私の自治会での経験を申しますと、私が自治

会長を引き継いだ時には、数名で何もかもし

ていました。これでは立ち行かないと思い、

各組から一人二人役員を出してほしいと言

うと、たくさん人が集まったことがありまし

た。ずっと活動を続けていく人もいて、自治

会内が大きく変わりました。 

ボランティアセンターや社協もありますが、

ボランティアについては課題と思っていま

す。変える・発信・育成をしっかり考えてい

きたい。ボランティアの育成・子どもの教育

と大きな課題と思っています。 

質

問

者

５ 

意

見

１ 

公民館が 3階建て。高齢者は階段を上がれ

ない人もいる。また、老人憩いの家がない。

公民館をつぶして、そういうものを建てて

ほしい。 

（市長） 

老人憩いの家と児童館の問題はあるかと思

います。集まれる場所をつくっていく必要が

あると考えています。 

（地域健康部長） 

老人憩いの場は現在 21 カ所あります。自治

会から増築計画を出していただいて、市から

最大 400万円の補助をする形です。 

質

問

者

６ 

意

見

１ 

家の前が私道である。 

そのうち公道になると聞いていたが、なら

ない。水道が来ない、道の修理を自分たち

でしなければいけないなど、大変困難。私

道の所有者は複数人いて、県外の人もいる。

市がしてくれないと大変。要望書も出した

ので、公道にしてほしい。 

（建設経済部長） 

要望書を確認させていただいて、ご連絡いた

します。市として何をするのか、また皆さん

に何をしていただくのか、決めていきたいと

思います。 



 

 質問・意見等 区に対する回答 

質

問

者

７ 

意

見

１ 

高雄に老人憩いの家がないことを、もっと

市から積極的に言って、指導してほしい。

「自治会が何も言わないから必要ない」で

はなくて、もっと指導・助言をしてほしい。 

（地域健康部長） 

地域の中にそのような声があるということ

を行政としましても把握をしていきながら、

また、自治会長との集いの場でも、積極的に

お伝えしていきながら進めていきたと思い

ます。 

質

問

者

８ 

意

見

１ 

老人憩いの家の問題。 

畳、電気、ガスなど、180 万円くらいの要

望が 3年でやっと認可がおりた。改修費用

は 2千万円しかない。これは少ない。老人

憩いの家を出す準備はしているが、時間が

かかるだろうと思っている。 

 

意

見

２ 

市営土木について。 

市営土木全体の予算は 1億円で、各自治会

での予算は 100万円しかないと言われた。

高雄は学校も多いし、もっと優先してもら

ってもいいだろうと思う。実施してくれて

いる箇所も少ない。 

（市長） 

語る会の中で、それぞれの地域の問題をお聞

きしてきました。それを生かしながら、いろ

いろな事を考えていきます。 

（建設経済部長） 

44 自治会で人口や面積の違いはあるかと思

います。緊急性のあるものはすぐに対応する

など、地域に出て対応しています。各自治会

平等に、前年度の状況等も加味しながら実施

しています。今後も、危険箇所や交通安全の

要望など、教えていただきたいと思います。 

意

見

３ 

高雄公園について。 

平成 26 年度に 2 千万円予算を計上し、遊

歩道を作ると言われていたが、進んでいな

い。 

（建設経済部長） 

用地買収も必要になってきますので、平成

26 年度から 28 年度も協議を続けておりま

す。高雄公園の下の方はほぼ買収が終わって

います。歩道の必要性は十分認識しておりま

すので、途中経過も含めてご報告いたしま

す。 



 

 質問・意見等 区に対する回答 

質

問

者

９ 

意

見

１ 

高齢者福祉について。 

市内の認知症を市で把握しているのか。徘

徊するような方には、市の助成でＧＰＳを

付けるとかしてほしい。 

（市長） 

「防災メールまもるくん」には、徘徊・行方

不明者情報などを配信する機能がございま

す。そのような取り組みは、大牟田市が進ん

でいると聞いています。 

（副市長） 

平成 28 年度に、地域福祉計画を立てる予定

です。まず家庭、そして隣組から自治会へと、

関係を強化していく事で、地域で見守りをし

ていただく人と、市で見る人を分けるという

考えです。まずは組織づくりから、地域には

お願いしていくことになるかと思います。 

質

問

者

10 

意

見

１ 

空き家が多い。空き家をコミュニティの活

用に使ってほしい。 

空き家調査を業者に任せるのはいかがなも

のか。自治会に任せたらいいのに。 

（市長） 

所有権、相続の問題もありますので、現在調

査、研究をしています。また、一歩踏み出し

て、コミュニティの場にすることや、民宿民

泊にすることなども考えていきたいと思い

ます。 
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